
（１）資産除去債務
が有形固定資産に

存在するか？ 

（２）資産除去債務を
合理的に見積もるこ

とができるか？ 

（１）①割引前将来キャッシュ・フローを 
見積もる。 （１）②割引率を設定する。 

（１）③割引後将来キャッシュ・フローを算定する。 

（２）貸借対照表に計上する。 

また、財務諸表上、重要性が乏しい場合を除き、「簡潔な説明、

前提条件及び期中における増減内容」を注記する。 

（※）計算書類では、当該注記は必ずしも求められていない。 

（１）減価償却費及び時の経過による費用を損益計
算書に計上する。 

これ以上の資産除去債務に関する検討は
不要である。 

（※）なお、資産除去債務の対象にならない
場合でも、引当金や固定資産の減損の対象

になる場合がある。 

YES 

NO 

財務諸表上「資産除去債務の概要、合理的
に見積もることができない旨及び理由」を注

記する。 
（※）計算書類では、当該注記は必ずしも求

められていない。 
NO 

有形固定資産の処分等（資産除去債務の履行） 
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（２）①割引前将来
キャッシュ・フローに
「重要な」見積りの変

更が生じたか？ 

（２）①資産除去債務の帳簿価額及び関連す
る有形固定資産の帳簿価額を修正する。 
また、財務諸表上、重要性が乏しい場合を
除き、「その変更の概要及び影響額」を注記

する。 
（※）計算書類では、当該注記は必ずしも求

められていない。 

YES 

フロー・チャートを使って学ぶ会計実務 【第１回】「資産除去債務～計上から履行まで ～」  
 （ ※ 資産除去債務に関する全ての論点を取り扱っているわけではありません。） 
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資産除去債務の計上が必要である。 

YES 
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（２）②減価償却費及び時の経過による
費用を損益計算書に計上する。 

（STEP３（１）と同様） 

NO 


